
d誌 名古屋大学附属図書館友の会
トークサロン

ふみよむゆふべ
『失われた時を求めて』と大聖堂

かたり:加藤靖恵(文学研究科准教授)

2 0世紀初頭のフランスでマルセル・ブルーストが発表した長編

小説『失われた時を求めて』の重要なテーマの一つが教会建築です。

日常の風景の一部としての教会，書物の知識を駆使した鑑賞の対象

としての中世建築，モネの連作を思わせる光に溶け込んだ建造物の

印象派風の描写 そして小説の結末では 文学作品の構築過程が大

聖堂の比喰とともに論じられます。

ブルーストによる大聖堂の描

写を読み解くうちに，ジョン・

ラスキン，エミール・マール等，

彼が愛読した数々の書物に，ま

たそれらを通してさらに数多く

の未知の書物へと私たちは導か

れていきます。フランスの図書

館での最新の調査成果も織り込

みながら ，大聖堂のように我々

の前に巨大に釜えるこの小説の

魅カに迫りたいと思います。
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